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質
問　

洞
新
線
他
、
上
物

補
償
の
１
，２
０
０
万
円

は
Ｊ
Ｒ
に
負
担
し
て
も
ら

う
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
は
。

答
弁　

立
木
伐
採
が
２
０

０
万
円
、
洞
新
線
上
物
が

５
０
０
万
円
、
前
河
原
横

井
戸
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

発
生
土
運
搬
の
た
め
の
処

置
で
あ
る
の
で
Ｊ
Ｒ
に
負

担
し
て
も
ら
え
る
よ
う
交

質
問　

リ
ニ
ア
対
策
費

一
億
円
の
内
訳
は
。

答
弁　

護
岸
線
道
路
改
良

に
５
，１
０
０
万
円
。
洞

新
線
用
地
購
入
に
３
，

３
０
０
万
円
。
洞
新
線
上

物
補
償
に
１
，２
０
０
万

円
で
あ
る
。
道
路
改
良
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

質
問　

保
育
サ
ポ
ー
ト
券

印
刷
代
、
業
務
委
託
料
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答
弁　

保
育
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
子
育
て
の
負
担
軽
減

を
目
的
に
年
度
当
初
か
ら

行
っ
て
い
る
が
、
周
知
不

足
の
面
も
あ
っ
た
。
１
時

間
程
度
お
子
さ
ん
を
預
け

ら
れ
る
制
度
で
、
ま
ず
は

質
問　

養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
所
者
保
護
措
置
費
増

８
５
１
万
９
千
円
の
詳
細

は
。

答
弁　

当
初
よ
り
３
名
の

入
所
者
増
。
ま
た
、
予
定

に
な
か
っ
た
措
置
が
１
名

増
。
今
後
、
２
名
の
入
所

者
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

農
畜
産
業
振
興
事

業
補
助
金
の
う
ち
、
ブ
ド

ウ
の
雨
除
け
施
設
に
つ
い
て

は
来
年
度
か
ら
国
の
補
助

金
を
使
う
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
補
助
率
や
申

請
に
違
い
は
あ
る
か
、
ま

た
現
在
の
周
知
の
方
法
は
。

答
弁　

ブ
ド
ウ
の
雨
除
け

施
設
は
県
全
体
で
も
非
常

に
要
望
が
多
く
、
次
年
度

は
県
全
体
で
取
り
ま
と
め

国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
を
使
う
予
定
で
あ
る
。

補
助
率
や
申
請
の
手
続
き

な
ど
に
違
い
は
な
い
と
考

え
る
。
周
知
は
Ｊ
Ａ
と
も

協
力
し
取
り
ま
と
め
て
も

ら
い
、
町
と
し
て
も
農
業

団
体
へ
通
知
し
て
い
く
。

上
物
補
償
は
Ｊ
Ｒ
へ

リ
ニ
ア
対
策
費
一
億
円

ほ
っ
と
一
息
サ
ポ
ー
ト
券

入
所
者
増
に
対
応

農
業
発
展
の
た
め
の
補
助
金

　₁₂月定例会では、信州まつかわ温泉清流苑事業の地方公営企業への移行に伴う条例の制定が５件、条例の一
部改正3件と、補正予算は一般会計（第 4 回）（第 5 回）、国民健康保険（第 3 回）、後期高齢者医療（第 2 回）、
介護保険（第 2 回）、水道事業（第 2 回）、下水道事業（第 2 回）などについて審議し、可決した。

一般会計補正予算（第４回補正）概要 単位：千円

補正前の額 補正予算額 補正後の額

7,269,775 119,589 7,389,364

一般会計補正予算（第５回） 単位：千円

補正前の額 補正予算額 補正後の額

7,389,364 197,726 7,587,090

歳入（主なもの） 単位：千円
科　目 補正額

新型コロナウイルスワクチン接種対策国庫負担金 23,573
信州農業生産力強化対策事業補助 8,153
ふるさと応援寄附金 30,000
諸収入 51,721

歳入 単位：千円
科　目 補正額

子育て世帯への臨時特別給付金国庫補助金 197,726

歳出 単位：千円
科　目 補正額

子育て世帯への臨時特別給付金 197,726歳出（主な事業の概要） 単位：千円
科　目 補正額

ふるさと応援寄附金事業 30,000
保育サポート事業 417
新型コロナウイルス感染症ワクチン接種事業（増額補正） 23,574
信州農業生産力強化対策事業 8,153
観光活性化事業 600
リニア対策（発生土運搬対策） 100,081

渉
し
て
い
る
。

使
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
前

提
に
サ
ポ
ー
ト
券
４
回
分

を
配
布
。
１
歳
半
か
ら
３

歳
ま
で
の
１
５
１
名
が
対

象
。

令和3年　12月定例会
一般会計補正予算　子育て世帯への臨時特別給付金

速やかに給付

可決
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質
問　

定
住
対
策
費
74
万

９
千
円
の
狙
い
は
。

答
弁　

色
々
な
方
の
意
見

を
吸
い
上
げ
、
持
続
可
能

な
自
治
組
織
づ
く
り
の
方

向
性
を
見
出
し
て
い
き
た

い
。
特
に
二
十
歳
以
上
の

若
者
、
女
性
、
自
治
会
未

加
入
者
を
重
点
的
に
、
千

人
規
模
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
た
い
。
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
に
協
力
し
て
も

ら
い
集
計
と
分
析
を
行
う
。

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
使
用
料

増
１
７
１
万
８
千
円
増
は

ど
の
よ
う
な
経
緯
か
。

答
弁　

ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金
３
，０
０
０
万
円
増
額

に
伴
う
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

手
数
料
の
増
加
で
あ
る
。

　

清
流
苑
の
管
理
者
と
町

長
と
の
両
立
は
難
し
い
。

加
賀
田
議
員

　

一
般
企
業
職
員
と
契
約

企
業
職
員
の
手
当
の
部
分

に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

米
山︵
郁
︶議
員

　

身
近
な
地
元
の
事
業
所

や
中
小
業
者
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
も
導
入
を
中
止

す
べ
き
で
あ
る
。

米
山︵
義
︶議
員

　

職
員
形
態
を
同
じ
に
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
条
例

全
て
に
賛
成
で
は
な
い
が

企
業
会
計
へ
の
移
行
を
早

く
し
経
営
存
続
す
る
べ
き

で
あ
る
。

森
谷
議
員

住
民
意
識
調
査
ど
う
生
か
す

ふ
る
さ
と
納
税
有
効
活
用
を

討
論

討
論

清
流
苑
企
業
会
計
へ
の

条
例
制
定
に
つ
い
て

反　
　
対

賛　
　
成

賛　
　
成

　

今
後
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
に
こ
の
条
例
を
制
定

し
て
前
に
進
む
こ
と
が
望

ま
し
い
。

間
瀬
議
員

陳
情
2

陳
情
3

消
費
税
の
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
等
保
存
方
式

導
入
の
中
止
を
求
め
る
陳
情

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支

援
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
を
国
へ
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

　

貴
議
会
が
国
及
び
政
府
に
対
し
、
消
費
税
の
適
格
請
求
︵
イ
ン
ボ
イ
ス
︶
な
ど

保
存
方
式
の
実
施
を
中
止
す
る
こ
と
。

　

障
が
い
者
が
医
療
機
関
で
虐
待
を
受
け
た
場
合
に
速
や
か
に
救
済
す
る
た
め
、

虐
待
発
見
時
の
行
政
機
関
へ
の
通
報
義
務
を
、
医
療
機
関
内
で
の
虐
待
も
対
象
と

し
て
加
え
る
よ
う
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
を
国
へ
の
提
出

を
お
願
い
す
る
。

審
査
結
果　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
議
案
に
つ
い
て
委
員
会
で
は
10
月
18

日
に
講
師
を
お
願
い
し
、
学
習
会
を
行
っ
た
。
そ

の
後
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
免
税
事
業
者

︵
益
税
︶
を
無
く
し
税
の
公
平
性
に
お
い
て
イ
ン
ボ

イ
ス
の
導
入
を
す
べ
き
で
あ
る
。
消
費
税
は
財
源

と
し
て
必
要
で
あ
り
、
適
正
な
課
税
を
確
保
す
る

た
め
に
も
イ
ン
ボ
イ
ス
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
必

要
で
あ
る
、
な
ど
の
意
見
が
あ
り
陳
情
に
は
全
員

が
反
対
で
不
採
択
と
し
た
。

　

本
会
議
で
は
賛
成
２
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

審
査
結
果

社
会
文
教
常
任
委
員
会
で
は
全
員
一
致
で
賛
成
。
本
会
議
に
於
い

て
も
全
員
一
致
で
採
択
し
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
。

好調だったふるさと納税返礼品

©2019	JA-MINAMI	SHINSHU

©2019	JA-MINAMI	SHINSHU ©2019	JA-MINAMI	SHINSHU
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₁₂ 月 ₆ 日（月）に社会文教常任委員会、₁₂ 月 ₈ 日（水）に総務産業建設常任委員会を行い、
それぞれ付託された議案について審議しまし た。委員会判断にて現地調査も実施しました。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査と 審査を分担し、能率的に処理するために設置された機関です

社 会 文 教
常任委員会

社会文教常任委員会は、住民税務課・保健福祉課・教
育委員会（こども課・生涯学習課）・会計室の分野を
担当しています。

答　弁質問・意見

①中学校管理費の部活動指導員増48万円と

あるが、先生方に対しての負担軽減効果

は。

②予防費の新型コロナワクチン接種委託料

2,357万4千円の内容は。

③社会福祉センターの玄関ドア修繕67万8

千円はどのような内容なのか。

④高齢者福祉費の地域福祉医療介護総合確

保基金事業補助金減906万5千円の理由は。

⑤保育所費の保育委託料増80万円について

説明を。

⑥子育て支援センター費で保育サポート業

務36万3千円についてと、周知の方法は。

①昨年までは剣道・卓球・女子バスケであった。新た

に男子バスケ・サッカーが増えた。5人の部活動指

導員となり先生方の負担軽減にも繋がっている。

②接種をするときに医師会へ支払う委託料である。第

3回目の諸経費は、11月の臨時会で承認済。

③玄関ドアは内側と外側2カ所で、22年を経過、非常

に危険性がある。安全装置などの取り換えが必要。

④日赤の介護医療院への転換とする補助金で、当初予

定では病床数40床であったが34床に変更となり工事

費が減額となった。

⑤保護者の方が町外に勤務され、町外へ保育をお願い

している委託料。12月から入園された方が対象。

⑥保育サポート券は、1回600円の4回分で151名が対象。

周知は、保育園入園説明会で保護者のみなさんに説

明している。新聞にも掲載している。

調査・研究
　町内 3 校においてトイレの改修工事をしている。
一部完成した北小学校を視察。男女のトイレとも
清潔感や快適感がありました。子育て支援セン
ター「おひさま」の新調された巧技台を視察しま
した。新しくなりお子さんが楽しく遊べることと思
います。途中、上片桐の清北にある教員住宅も
視察をしてきました。

審査を付託された議案
令和 3 年度松川町一般会計補正予算（第 4 回）
令和 3 年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 3 回）
令和 3 年度松川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 回）
令和 3 年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第 2 回）
当委員会に付託された議案は、原案の通り認めることが妥当と決しました。

陳情2
税の公平性や税収確保の面から全員反対で不採択。
陳情3
病院内で障がい者や子どもに対しての虐待が多発
して法整備が必要であることから全員賛成で採択。

組立て変えて遊べるよ 町で1番新しいトイレ
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答　弁

₁₂ 月 ₆ 日（月）に社会文教常任委員会、₁₂ 月 ₈ 日（水）に総務産業建設常任委員会を行い、
それぞれ付託された議案について審議しまし た。委員会判断にて現地調査も実施しました。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査と 審査を分担し、能率的に処理するために設置された機関です

質問・意見

一般会計補正予算
①ふるさと応援寄付金増3,000万円について、
増額補正の要因、特徴、新たに寄附をしてく
ださる方への広報の方法について。

②住民意識調査業務60万円は予算計上の段階で、
仕様書など具体的に示されていない。税金の
無駄遣いにならないよう判断しなくてはいけ
ない。調査をやりたいだけで提出されるとい
うのは、非常にアバウトである。

③定住対策を考えるなら、新しく転入された方
やグループでの集会をする中で話を聞いた方
が早いと思うが。

④商工費、観光費、観光活性化事業補助金60万
円の計上について政教分離についての町の考
えは十分理解できる。補助金等交付規則に基
づいて申請をして、問題ないという手続を踏
むことが大事かと思うが。

下水道事業会計補正予算
①収益的支出、処理場費破砕機修理88万円につ
いて、今回の修繕により破砕機の耐用年数は
あとどれくらいあるか。

①巣ごもり需要や、松川町では返礼品の数を増や
したのが要因。広報はメルマガの配信なども定
期的に行う。ポータルサイトから入る新規のお
客様が多く、他の自治体との差別化を図り、特
徴ある見せ方をしている。

②今回は行政で作るのでなく、委託料を計上し実
効的に効果を上げたいと考える。年度内という
ことをはっきりお示しできず、反省する。
　とにかく早く取り組みたいという思いがあった。

③松川に移住してこられた方に聞いたほうがいい
というのは同意見であるが、今回は又聞きとす
るより、アンケートという形をとらせて頂く。

④９月の段階で上片桐区長、名子区長から補助金
要望書ということできている。それぞれの区長
より要請がされて町として十分検討した結果で
ある。予算可決後に申請書の提出となり交付規
則に則り決定する。

⑤破砕機の耐用年数は15年間であり、Ｈ27年で償
却済の機械となっている。今回修理することに
より公共下水処理場との統合する迄の間使用し
たいと考える。

総務産業建設常任委員会社は、総務課・まちづくり政
策課・産業観光課・リニア対策課・建設水道課・議会
事務局の分野を担当しています。

片桐松川の床固工事に伴う町有林の売
却予定地、発生土運搬に関する町道護
岸線及び洞新線の改良事業現場、開通
する新宮ケ瀬橋、新規に信号を取り付け
る県道松川インター大鹿線と町道59号と
の交差点の現地調査をしました。

総務産業建設
常任委員会

審査を付託された議案
令和 3 年度松川町一般会計補正予算（第 4 回）
令和 3 年度松川町水道事業会計補正予算（第 2 回）
令和 3 年度松川町下水道事業会計補正予算（第 2 回）
清流苑事業に公営企業法を適用することに関する条例の制定等（8 議案）
当委員会に付託された議案は、原案の通り認めることが妥当と決定しました。

詳しくは P6 をご覧ください

静かに出番を待つ宮ケ瀬橋 信号も付き運用開始間近
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平
成
４
年
に
信
州
ま
つ

か
わ
温
泉
と
し
て
清
流
苑

が
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
親
し
ま
れ
、
身
近
な
存

在
と
し
て
運
営
し
て
い
る

が
、
30
年
が
経
過
し
、
施

設
の
老
朽
化
や
、
令
和
2

年
度
か
ら
の
職
員
へ
の
会

計
年
度
職
員
制
度
適
用
な

ど
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

近
隣
町
村
の
同
様
な
事

業
と
比
較
し
て
も
清
流
苑

事
業
は
健
全
経
営
で
あ
り
、

本
来
、
町
民
へ
の
福
利
厚

生
な
ど
、
町
が
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
業
に
つ

い
て
も
、
清
流
苑
事
業
と

し
て
担
っ
て
い
る
面
も
あ

る
。

　

経
営
者
会
議
な
ど
で
数

年
か
け
て
今
後
の
清
流
苑

事
業
の
健
全
化
に
向
け
て

検
討
が
な
さ
れ
、
課
題
の

解
決
に
向
け
て
地
方
公
営

企
業
法
を
全
適
用
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

今
回
は
現
在
清
流
苑
で

行
っ
て
い
る
状
況
を
、
そ

の
ま
ま
地
方
公
営
企
業
法

に
あ
て
は
め
、
移
行
さ
せ

適
用
す
る
に
当
り
課
題
も

見
え
て
き
た
。

　

議
会
で
も
た
び
た
び
問

題
視
し
て
い
た
が
、
今
回

の
適
用
で
財
政
状
況
の
見

え
る
化
が
で
き
、
健
全
経

営
に
活
か
す
こ
と
。

　

町
民
へ
の
福
利
厚
生
、

例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
施
設
運

営
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る

が
、
本
来
の
保
養
施
設
と

の
区
分
け
を
は
っ
き
り
す

べ
き
で
あ
る
。

討
論

　

討
論
の
中
で
「
管
理

者
」、「
宿
直
手
当
」、「
退

職
手
当
」
の
件
で
議
員

よ
り
発
言
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
提
案
は
、
現

在
特
別
会
計
で
適
用
さ

れ
て
い
る
条
例
を
地
方

公
営
企
業
法
に
あ
て
は

め
、
清
流
苑
会
計
を
公

営
企
業
会
計
へ
移
行
す

る
の
が
目
的
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
賛
成
多

数
に
て
可
決
さ
れ
た
。

　

今
後
は
経
営
者
会
議

で
議
論
を
尽
く
し
方
向

性
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

開
業
以
来
30
年
を
経
過

し
、
施
設
全
体
が
相
当
老

朽
化
し
て
い
る
。
現
在
の

特
別
会
計
で
は
資
産
価
値

な
ど
に
つ
い
て
は
計
上
さ

れ
ず
、
現
段
階
で
は
不
明

瞭
と
な
っ
て
い
る
。

　

速
や
か
に
資
産
価
値
な

ど
を
確
定
し
、
施
設
全
体

の
改
修
を
含
め
て
検
討
す

る
時
期
に
き
て
い
る
。

　

職
員
の
待
遇
に
つ
い
て

も
、
行
政
の
職
員
と
は
異

な
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
任

用
職
員
と
し
て
の
待
遇
な

ど
研
究
の
余
地
が
あ
る
。

　

清
流
苑
は
観
光
施
設
と

し
て
の
役
割
も
混
在
す
る
。

町
民
が
期
待
す
る
保
養
施

設
の
充
実
は
ど
う
す
べ
き

か
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

清流苑事業に地方公営企業法適用を可決
経営者会議で課題を解決し、より健全経営を !!

財
政
状
況
の
見
え
る

化
が
図
れ
る
か

事
業
と
し
て
何
が

ふ
さ
わ
し
い
か

急
が
れ
る
施
設
の

老
朽
化
対
策

適
用
後
の
職
員
待
遇

の
検
討

町
の
保
養
施
設

と
し
て
の
役
割
は

この賑わいをいつまでも続けてほしい

　清
流
苑
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
関

す
る
条
例
の
制
定
な
ど
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
8
つ
の
議
案

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

◦
松
川
町
信
州
ま
つ
か
わ
温
泉
清
流
苑
事
業
に
地
方
公
営
企

業
法
の
規
定
の
全
部
を
適
用
す
る
こ
と
を
定
め
る
条
例
の

制
定

◦
松
川
町
信
州
ま
つ
か
わ
温
泉
清
流
苑
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定

◦
松
川
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

◦
松
川
町
保
養
宿
泊
施
設
設
置
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

◦
松
川
町
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
◦
松
川
町
信
州
ま
つ
か
わ
温
泉
清
流
苑
事
業
に
従
事
す
る
企

業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◦
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

◦
松
川
町
信
州
ま
つ
か
わ
温
泉
清
流
苑
事
業
の
利
益
及
び
資

本
剰
余
金
の
処
分
に
関
す
る
条
例
の
制
定
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質
問　

コ
ロ
ナ
抗
原
検
査

料
補
助
が
一
人
１
回
か
ら

３
回
ま
で
拡
充
さ
れ
る
が
、

今
ま
で
の
検
査
件
数
と
、

こ
れ
か
ら
の
対
応
は
。　

答
弁　

４
～
９
月
の
間
月

平
均
43
人
の
抗
原
検
査
利

用
。
社
会
活
動
の
再
開
を

後
押
し
す
る
意
味
で
、
今

後
、
検
査
キ
ッ
ト
を
事
業

者
へ
申
請
に
応
じ
て
配
付

す
る
。

質
問　

道
路
橋
梁
維
持
費

１
，７
０
０
万
円
の
補
修

箇
所
は
。

答
弁　

町
内
全
域
で
、
道

路
応
急
保
補
償
は
15
カ
所
。

側
溝
整
備
は
、
増
野
・
滝

の
沢
・
塩
倉
の
3
ヶ
所
で

あ
る
。

質
問　

清
流
苑
へ
の
３
，０

０
０
万
円
繰
り
入
れ
で
、

本
年
度
何
と
か
な
る
の
か
。

質
問　

小
中
学
校
の
電
子

黒
板
他
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

機
器
整
備
約
６
１
０
万
円

は
、
不
登
校
生
徒
を
も
対

象
と
し
た
シ
ス
テ
ム
に

質
問　

小
規
模
事
業
者
応

援
給
付
金
は
、
今
回
大
き

く
適
用
要
件
を
変
え
て
い

る
が
そ
の
説
明
を
。

質
問　

選
挙
の
投
票
用
紙

自
動
交
付
機
４
５
３
万
余

円
補
正
の
必
要
性
は
。

答
弁　

手
渡
し
だ
っ
た
も

の
を
自
動
交
付
す
る
た
め

と
更
新
用
に
15
台
分
購
入

す
る
。

下
伊
那
北
部
総
合
事
務

組
合
議
会
議
員
の
選
挙

　

空
席
と
な
っ
て
る
議

員
の
選
挙
を
実
施
し
、

　

大
蔵

　洋
議
員
を
選

出
。

新型コロナウイルス緊急対策	 令和 3 年第 3 回臨時会開催

新型コロナウイルスに向き合うために

コ
ロ
ナ
抗
原
検
査
の

状
況
は

八
月
豪
雨
被
害
と

復
旧
の
状
況
は

清
流
苑
の
経
営
状
況

は

Ｉ
Ｔ
Ｃ
教
育
と

不
登
校
生
徒
支
援
は

コ
ロ
ナ
禍
、事
業
者

支
援
は

投
票
用
紙
交
付
機

更
新
は

　11月9日第3回臨時会が開催され一般会計補正予算（第3回）では感染拡大防止対策事業3,738
万円、生活支援事業3,834万円、地域経済支援事業5,564万円他の各事業が提案され、保養宿泊
施設事業特別会計補正予算（第 2回）と共に可決。

答
弁　

コ
ロ
ナ
の
状
況
に

よ
り
変
わ
る
可
能
性
は
あ

る
が
、
こ
の
金
額
内
で
納

め
た
い
。
4
月
か
ら
地
方

公
営
企
業
会
計
に
移
行
す

る
が
、
支
出
削
減
や
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
創
意
工

夫
で
新
た
な
客
層
の
開
拓

で
乗
り
切
り
た
い
。

な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

学
校
内
で
は
不
登

校
生
に
配
慮
さ
れ
て
い
な

い
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
認
定
し

て
、
生
徒
指
導
専
門
員
を

11
月
か
ら
配
置
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
も
活
用
し
た
教
育

活
動
を
進
め
る
。

答
弁　

今
ま
で
の
飲
食

店
・
酒
卸
業
・
運
輸
サ
ー

ビ
ス
業
の
限
定
を
外
し
、

町
内
す
べ
て
の
事
業
所
を

対
象
と
し
、
前
年
度
売
上

50
％
以
上
減
は
県
が
対
応

し
、
そ
れ
以
下
30
％
以
上

を
町
の
給
付
対
象
と
し
て

20
万
円
を
上
限
と
し
て
給

付
す
る
。

補正予算（第3回）総括 単位：万円

補正前の額 補正予算額 補正後の額

72億2,073 4,905 72億6,978

歳入 単位：万円

科　　目 補正額
新型コロナウイルス接種体制確保事業補助金 1,336
地方創生交付金 1,337
特別警報Ⅱ発出市町村等事業者支援交付金 760
現年発生公共土木災害復旧事業 370
緊急防災・減災事業債増 200
緊急自然災害防止対策事業債増 900

歳出 単位：万円

項目 科　　目 補正額

感
染
拡
大
防
止
対
策
事
業

新型コロナウイルス接種事業 1,336
リモートWEB会議 140
移住体験住宅修繕 180
保育所（手洗場改修） 100
児童館（入退館管理システム） 150
公民館他自動水栓化 88
選挙投票用紙交付機 454
避難所等災害対応資材 1,069
子育て支援センター 220

生
活
支
援
事
業

新型コロナウイルス抗原検査費 484
まつかわお店応援券 2,690
小中学校GIGAスクール推進事業 660

地
域
経
済
支
援
事
業

小規模事業者応援給付金 2,000
検査ｷｯト（水際対策） 450
創業支援 100
保養宿泊施設支援 3,000
制度資金データ化 15

そ
の
他

道路橋梁維持 1,350
道路災害復旧工事 370
予備費 ▲9,952
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有志でJOCA（ジョカ）を視察有志でJOCA（ジョカ）を視察有志でJOCA（ジョカ）を視察
本部を駒ヶ根市に置く
　JOCA とは、青年海外協力協会（公益社団法人）
の事で、青年海外協力隊の OB・OG などで構成
されており、国の補助金などを活用して運営さ
れています。本部が駒ヶ根市にあり、他に東北、
大阪、東京など全国に拠点を持っています。
　海外青年協力隊の経験を活かして、年齢、国
籍、障がいの有無を問わず、生き生きと暮らせ
ることを目指し、運営展開をしている機関です。
　街なかに施設を置き、集いやすいのも特徴で
す。松川町議会では、以前に金沢市と輪島市に

おいて同様の事業を行っている福祉施設を視察しており、今回はJOCAの駒ケ根市本部を訪問
しました。
　現在松川町で計画されている仮称「元気センター」の建設にあたり、参考にできればという
目的がありました。

みんなごちゃまぜ！
　高齢者も障がい者も、子どもも大人も、若者も
地域の人がどこからともなく集まってくる、遊び
に来る、交流する、そんな居心地のいい場所をめ
ざしているとのことです。
　施設の一角には、一面鏡張りの貸出スタジオが
あり、ダンスの練習その他、多用途に利用されて
いるようです。
　仮称「元気センター」でも、どうしたら自然に
集う事ができるかのアイデアが求められます。

障がい者の雇用が、積極的に！
　GOTCHA ！ WELLNESS（ごっちゃウエルネス）
が運営され、誰でも利用できます。
　操作が簡単で、使いやすい最新のマシーンが設置
されていますので、体力や運動に自信のない方でも
気軽に参加できそうです。
　個人会員は現在₂₀₀名、月額₄，₅₀₀ 円で、何度でも
利用でき体力づくりや交流の場として親しまれてい
ます。
　このウエルネスでは障がい者の雇用も積極的に行
われており、現在６名の方が働いておられるそうです。

駒ヶ根市中央にあるJOCA本部（２階）

集いの場 ごっちゃウエルネス

楽しく健康づくり

議会の　 うごき
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ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
な

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
な

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
な

期
待
す
る
な
か
れ

期
待
す
る
な
か
れ

期
待
す
る
な
か
れ

　

令
和
３
年
₁₀
月
₂₉
日
に

下
條
村
の
コ
ス
モ
ホ
ー
ル

に
於
い
て
、
飯
伊
市
町
村

議
会
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、「
人
口
減
少
時
代

の
地
方
行
政
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

地
域
づ
く
り
」
と
題
し
て
、

時
事
通
信
社
メ
デ
ィ
ア
選

任
局
兼
解
説
委
員
の
武
部

隆
氏
よ
り
話
を
聞
い
た
。

　

冒
頭
に
新
型
コ
ロ
ナ
に

つ
い
て
絶
滅
は
不
可
能
で

あ
り
、
予
防
接
種
し
て
も

集
団
免
疫
の
獲
得
は
困
難

で
あ
る
。
第
６
か
ら
８
の

波
は
来
る
。
今
後
の
自
治

体
運
営
も
税
収
の
減
少
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

不
足
に
よ
り
難
し
く
な
っ

て
く
る
。
雇
用
創
出
、
地

方
移
住
促
進
、
子
育
て
支

援
、
安
心
・
安
全
、
出
生

率
の
向
上
へ
の
即
効
性
は

子どもの学校は？　夫婦の職場は？
家族はどうするワーケーション？
［写真提供：国土交通省　観光庁］

広
域
連
合
議
会
も
常
任
委
員
会
を
設
置
し
機
能
を
強
化

　

11
月
定
例
議
会
で
は
、
従
来
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
た
検
討
委
員
会
制
度
を

廃
止
、
常
任
委
員
会
制
度
を
新
た
に
設
置
し
、
広
域
連
合
議
会
と
し
て
の
役

割
を
十
分
発
揮
で
き
る
体
制
と
し
ま
し
た
。

広
域
連
合
の
沿
革

検
討
委
員
会
と

常
任
委
員
会
の

　
　
大
き
な
違
い

重
要
に
な
る

　
　
果
た
す
役
目

　

飯
田
・
下
伊
那
地
域
の

広
域
の
動
き
は
昭
和
の
中

頃
よ
り
芽
生
え
、
組
織
の

名
称
と
そ
の
時
代
毎
の
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
平

成
11
年
に
現
在
の
広
域
連

合
と
な
り
ま
し
た
。

　検
討
委
員
会
は
情
報
の

共
有
の
場
と
し
て
「
聞
き

置
く
」
こ
と
が
主
で
あ

り
、
議
会
の
意
思
表
示
に

は
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ

た
。
今
後
は
「
審
議
を
行

う
」
と
い
う
議
会
本
来
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
機
関
と
し
て
付
託
案

件
の
審
議
や
採
択
が
主
な

役
割
と
な
り
、
審
査
権
や

調
査
権
を
持
つ
こ
と
が
大

き
な
違
い
と
い
え
る
。

　リ
ニ
ア
新
幹
線
開
業
や

三
遠
南
信
自
動
車
道
開
通

な
ど
を
見
据
え
て
、
社
会

情
勢
の
変
化
や
地
域
振
興

な
ど
地
域
で
共
通
す
る
課

題
な
ど
を
地
域
全
体
で
考

え
て
、
当
地
域
の
望
む
将

来
像
な
ど
を
現
す
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
を
策
定
し
て
い
ま

す
。　広

域
連
合
の
事
業
は

年
々
多
岐
に
渡
り
予
算
規

模
も
大
き
く
な
り
、
地
域

に
と
っ
て
重
要
な
政
策
的

事
業
の
増
加
が
今
後
も
見

込
ま
れ
る
た
め
、
議
決
責

任
を
負
う
議
会
と
し
て
議

案
審
議
を
よ
り
慎
重
に
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　現
在
の
任
意
設
置
の
検

討
委
員
会
で
は
議
案
審
議

が
出
来
ま
せ
ん
。
一
方
で

今
回
設
置
さ
れ
た
常
任
委

員
会
は
、
ど
の
市
町
村
議

会
で
も
設
置
さ
れ
て
い
る

常
任
委
員
会
で
あ
り
議
案

審
議
を
し
っ
か
り
行
う
た

め
の
制
度
で
す
。

無
い
。
や
み
く
も
に
税
を

投
入
す
べ
き
で
は
な
い
。

交
流
人
口
や
移
住
に
関
す

る
事
業
が
多
い
が
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
な
期

待
す
る
な
か
れ
、
無
駄
で

あ
る
と
厳
し
い
内
容
の
話

で
あ
っ
た
。

　

自
治
体
の
目
的
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
住
民

の
幸
福
度
を
い
か
に
高
め

る
か
で
あ
る
。「
住
民
」

の
視
線
で
行
政
を
見
直
す

こ
と
が
重
要
で
、
幸
福
度

を
上
げ
る
に
は
何
が
必
要

か
を
考
え
な
が
ら
地
域
の

課
題
解
決
を
し
て
い
く
こ

と
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ

と
で
色
々
な
こ
と
が
解
決

で
き
る
時
間
が
あ
る
の
で

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
締

め
ら
れ
た
。

　

今
迄
の
講
演
と
は
違
っ

た
視
線
で
の
内
容
で
あ
っ

た
。
町
の
現
状
と
課
題
に

向
き
合
い
、
住
民
を
主
役

と
し
た
未
来
を
見
据
え
た

町
づ
く
り
を
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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は
じ
め
に　

今
年
の
議
会
と
語
る
会
は
緊
急
事
態
宣
言
下
で
し
た
の
で
、
農
商
工
と
女
団
連

の
４
団
体
と
で
、
現
状
の
課
題
と
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
頂
い
た
ご
意
見
は
議
会
と
し
て
政
策
提
言
に
繋
げ
て

参
り
ま
す
。
町
の
住
民
の
皆
様
に
も
各
団
体
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
将
来
の
町
づ
く
り
な
ど

の
情
報
を
共
有
し
て
、課
題
解
決
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
、議
会
と
語
る
会
の
様
子
を
チ
ャ

ン
ネ
ル
・
ユ
ー
で
放
送
し
て
き
ま
し
た
。
感
想
や
御
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

広
報
広
聴
委
員
会　

広
聴
部
会
長　

坂
本
勇
治

　

松
川
町
と
し
て
の
農
業
、
商
業
、
工
業
な
ど
産
業
の
発
展
に
つ

い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
。
今
後
、
町
の
産
業
が
発
展
し
て

い
け
る
の
か
憂
慮
さ
れ
ま
す
。
産
業
発
展
に
向
け
た
、
ビ
ジ
ョ
ン

と
Ｊ
Ｒ
の
発
生
土
を
活
用
し
た
工
業
団
地
確
保
な
ど
の
施
策
を
早

急
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

重
ね
て
国
土
強
靭
化
計
画
を
絡
め
て
下
小
松
川
橋
か
ら
松
川
大

橋
間
の
両
側
を
整
備
し
、
上
県
道
に
繋
が
る
道
路
や
上
片
桐
バ
イ

パ
ス
を
高
森
、
飯
田
市
ま
で
の
早
期
延
伸
が
産
業
道
路
と
し
て
活

用
で
き
ま
す
。
早
期
実
現
を
要
望
し
ま
す
。

　

町
の
観
光
農
業
が
発
展
で
き
た
の
は
松
川
Ｉ

Ｃ
が
で
き
た
お
か
げ
で
す
。
リ
ニ
ア
新
幹
線
駅

が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
松
川
か
ら
飯
田
へ
拠
点

が
移
り
、
座
光
寺
Ｓ
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
交
通
の
流

れ
が
変
わ
り
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
発
展
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
今
回
の
若
武
者
創
立
20
周
年
記
念

マ
ル
シ
ェ
の
よ
う
に
、
農
家
全
体
で
他
業
種
と

共
催
し
、
松
川
で
し
か
な
い
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

の
強
化
と
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
で
す
。

　

荒
廃
農
地
、
遊
休
農
地
が
増
え
て
い
ま
す
。
個
人
の
力
で
は
解

決
で
き
ま
せ
ん
。
農
地
と
し
て
元
に
戻
す
の
が
大
変
で
す
。
農
地

と
し
て
維
持
で
き
て
い
れ
ば
活
路
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
松
川
町
と
し
て
、自
然
の
風
景
や
街
並
み
、農
地
な
ど
ち
ょ

う
ど
い
い
田
舎
の
風
景
を
ど
れ
だ
け
残
せ
る
か
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

　

魅
力
が
あ
る
産
業
が
な
い
と
若
い
人
が
留
ま

ら
な
い
し
、帰
っ
て
こ
な
い
。若
い
人
達
が
帰
っ

て
き
た
く
な
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
企

業
誘
致
を
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

べ
き
で
す
。
県
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
造

る
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
想
も
こ
れ
か
ら
は
必

要
で
す
。

　

空
き
家
の
問
題
も
、
立
地
的
に
良
い
場
所
が

あ
れ
ば
町
で
買
い
取
り
を
し
て
交
流
人
口
増
に

繋
が
る
施
設
や
地
域
活
性
化
に
な
る
施
設
に
活

用
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
介
護

費
用
も
家
庭
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
少
子
化
と

同
じ
く
ら
い
に
対
策
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

農
業
経
営
を
学
ぶ
会「
新・み
ら
い
塾
」

松
川
町
商
工
会

若
手
農
業
者
の
会「
若
武
者
」

女
性
団
体
連
絡
会

10月14日　議会と語る会を開催

の
４
団
体
と
で
、
現
状
の
課
題
と
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
頂
い
た
ご
意
見
は
議
会
と
し
て
政
策
提
言
に
繋
げ
て

参
り
ま
す
。
町
の
住
民
の
皆
様
に
も
各
団
体
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
将
来
の
町
づ
く
り
な
ど

の
情
報
を
共
有
し
て
、課
題
解
決
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
、議
会
と
語
る
会
の
様
子
を
チ
ャ

広
聴
部
会
長　

坂
本
勇
治４団体と考える

将来のまちづくり
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10月1日（金）	 広聴部会
　　5日（火）	 広報部会
　　14日（木）	 議会運営委員会
	 議員協議会
　　18日（月）	 社会文教委員会
　　27日（水）	 産業懇談会
　　29日（金）	 飯伊市町村議会議員研修会
11月2日（火）	 議員協議会
　　4日（木）	 議会改革推進会議
　　9日（火）	 第３回臨時議会
	 広聴部会
	 議会運営委員会

11月12日（金）	 議会全員協議会
	 議員協議会
　　24日（水）	 議会全員協議会
12月３日（金）	 議会全員協議会
	 第4回定例会　開会
　　6日（月）	 社会文教常任委員会
　　8日（水）	 総務産業建設常任委員会
　　13日（月）	 議会改革推進会議
　　15日（水）	 第4回定例会　一般質問　　議員協議会
　　17日（金）	 議員協議会　議会全員協議会
	 第4回議会定例会　閉会　議会運営委員会
　　21日（火）	 広報部会
　　27日（月）	 広報部会

令和3年 第3回 臨時会議決結果

令和3年 第4回 定例会議決結果

議　　決　　結　　果

●多数意見により議決されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○　反対●

件　　　　名
塩
沢
貴
浩

米
山
義
盛

加
賀
田
亮

米
山
郁
子

川
瀬
八
十
治

大
蔵　

洋

中
平
文
夫

坂
本
勇
治

森
谷
岩
夫

米
山
俊
孝

間
瀬
重
男

松
井
悦
子
結果 内　　　容

条例

松川町信州まつかわ温泉清流苑事業の設置等に関す
る条例の制定について 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 清流苑事業に地方公営企業

法を全適用するための条例
整備を行うもの。松川町信州まつかわ温泉清流苑事業に従事する企業職

員の給与の種類及び基準に関する条例の制定について 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

請願
陳情

消費税の適格請求書（インボイス）等保存方式導入の
中止を求める陳情 ● 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● 不採択 9月定例会の際に継続審査

となっていたもの。

●全員一致で議決されたもの
件　　　　名 結果 内　　　容

令和３年度
補正予算

令和３年度松川町一般会計補正予算（第３回）について 可決 4,904万円追加し、72億6,977万円とする。
令和３年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第2回）について 可決 1,500万円減額し、3億7,729万円とする。

選挙 下伊那北部総合事務組合議会議員の選挙 可決 欠員に伴い、大蔵洋議員を選任。

●全員一致で議決されたもの
件　　　　名 結果 内　　　容

専決 松川町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制
定について 承認 一般職、特別職、議会議員の期末手当の引き下げを

行うもの。

条
例

松川町信州まつかわ温泉清流苑事業に地方公営企業法の規定の全部を適
用することを定める条例の制定について 可決

清流苑事業に地方公営企業法を全適用するための
条例整備を行うもの。

松川町特別会計条例の一部を改正する条例の制定について 可決
松川町保養宿泊施設設置条例の全部を改正する条例の制定について 可決
松川町使用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 可決
企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 可決

松川町信州まつかわ温泉清流苑事業の利益及び資本剰余金の処分に関
する条例の制定について 可決

令
和
3
年
度
補
正
予
算

令和３年度松川町一般会計補正予算（第4回）について 可決 1億1,958万円追加し、73億8,936万円とする。
令和３年度松川町一般会計補正予算（第5回）について 可決 1億9,772万円追加し、75億8,709万円とする。
令和３年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３回）について 可決 1,695万円追加し、11億5,729万円とする。
令和３年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第2回）について 可決 5,124万円追加し、14億1,792万円とする。
令和３年度松川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2回）について 可決 169万円追加し、1億7,263万円とする。
令和３年度松川町水道事業会計補正予算（第2回）について 可決 収益的支出　2億8,780万円。

令和３年度松川町下水道事業会計補正予算（第2回）について 可決 収益的支出　6億248万円
資本的支出　4億7,898万円。

人事 松川町固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同意 宮沢憲司氏（再任）。

契約 令和2年度　学校施設環境改善交付金事業　松川中学校トイレ改修工
事の変更契約について 可決 198万円増額し、1億1,638万円とする。

請願
陳情

障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律の一部
改正を国へ求める意見書の提出についての陳情 採択 提出者：市民の人権擁護の会

長野支部長　松尾美奈子氏　安藤	弘氏	より提出

意見書 障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律の改正
を求める意見書について 可決 障がい者の虐待を防止する体制整備をさらにすすめるため

の法改正を求める意見書を各関係機関に提出するもの。

10月～12月　　主な議会日程
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一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

も
求
め
る
こ
と
で
す
。

　

12
月
定
例
会
で
は
７
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政

に
提
言
や
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
質
問
の
持
ち
時
間

は
ひ
と
り
20
分
で
す
。
ス

ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
質
問

者
の
責
任
に
お
い
て
、
質

問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

各
議
員
の
通
告
通
り
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ペ
ー
ジ
見
出
し
と
違
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

質問議員 ページ 質問事項

１ 	中平文夫 P13 ・自治会の抱える諸事情にどう向き合う

2 	川瀬八十治 P14 ・町の状況と今後の対策は

3 	坂本勇治 P15 ・国土強靭化に対する町の対応は

4 	森谷岩夫 P16
・令和2年度行政評価より
　特に「安心安全な住みよい暮らしづくり」について
・通学路点検から見えるこれからの取組みに
ついて

5 	米山義盛 P17
・地球温暖化危機に対する地域で対応につい
て問う
・職員の働き方について

6 	米山郁子 P18 ・農福・林福連携事業推進状況は

7 	加賀田亮 P19 ・公営企業などの代表者としての首長の説明
責任を問う

町
の
考
え
を
問
う

一般質問

マチイロでご覧いただけます

議会サポーター LINEメンバーを募集しております。
松川町ってどうなっているの？こうしてほしいな！
今思っていること教えてください。

議会だよりのモニターを募集しています。
詳しくは議会事務局にお問い合わせください。

Information 

◎写真の笑顔
２年続けて祇園まつりが中止となったこと
で、商店街に賑をと中学生まちづくり研究
会が中心となり、多彩な企画をしてくれま
した。

◎俳句の想い
「樹に岩に　水に礼して　年新た」
新年を迎え今年もお守り下さいと、自然
の全てに、手を合わせます。

11月25日下伊那北部ブロック町村議会では
長野県庁を訪問し、県知事、県議会、
長野県各部長に要望書を提出いたしました。

議会サポーター応募先アドレス
https://onl.tw/3nXkpQH

議会の　 うごき
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問

答

自治会の諸問題にどう向き合う

地域と町が連携し解決する

中平文夫 議員

（
問
）　

住
民
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
上
で
、
区
・
自
治
会

の
役
割
は
。

（
町
長
）　

同
じ
地
域
の

人
々
が
地
域
に
共
通
す
る

課
題
を
お
互
い
に
協
力
し

合
い
解
決
す
る
場
で
あ
り
、

行
政
と
し
て
も
文
書
配
布

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

災
害
時
の
生
活
機
能
維
持

な
ど
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

（
問
）　

現
在
行
わ
れ
て
い

る
自
治
会
対
策
会
議
の
進

捗
状
況
と
住
民
の
皆
さ
ん

に
も
考
え
て
頂
き
た
い
こ

と
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　

８
月
に
第
１
回
を
開
催

し
、
現
在
は
役
場
職
員
に

よ
る
自
治
会
へ
の
個
別
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

住
民
の
皆
様
に
は
自
治
会

内
の
諸
々
の
事
柄
を
ぜ
ひ

一
度
整
理
し
て
負
担
軽
減

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
を
考
え
て
頂
き
た
い
。

（
問
）　

当
て
職
も
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
現
在
の
調

査
の
進
捗
状
況
は
。

（
総
務
課
長
）　

調
査
を
行

い
町
と
関
係
団
体
な
ど
に

区
別
し
代
替
え
手
段
と
か

最
終
的
に
目
標
が
同
じ
で

あ
れ
ば
再
編
可
能
な
組
織

も
あ
る
と
思
う
。
今
回
年

末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ

て
は
青
パ
ト
の
代
替
手
段

を
行
う
。

（
問
）　

公
民
館
活
動
に
お

い
て
も
同
じ
よ
う
な
状
況

で
あ
る
。
現
在
の
状
況
と

改
善
方
法
は
。

（
生
涯
学
習
課
長
）　

部
員

の
な
り
手
不
足
、
参
加
者

の
少
な
い
事
業
、
あ
る
い

は
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
部
員
の
な
り
手
不
足

は
前
年
の
部
員
が
残
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
導
入

し
て
い
る
地
区
も
あ
り
好

評
で
あ
る
。

（
問
）　

推
進
す
る
上
で
住

民
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て

頂
き
た
い
こ
と
は
何
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　

地
域
と
町
の
連
携
が
必

要
で
あ
る
、
町
が
す
べ
て

解
決
出
来
る
わ
け
で
な
く
、

地
域
も
一
緒
に
な
っ
て
解

決
し
て
頂
き
た
い
。

　最近はコロナ禍で人との繋がりも希薄さが感じられる、自治会の諸問
題に向き合う姿勢が「行き当たりばったり」に見えて仕方がない。
　前に進めるに２つの提案をする。
１．公民館本館部員のネットワークは広い、連携することにより良い結

果が出る
２．ロードマップを作成し、期日を区切りＰＤＣＡを行って前進させる。

万一の時、大切な近所付合い

（
意
見
）

　行
政
側
で
改
善

す
る
事
項
と
自
治
会
で
改

善
す
る
事
項
を
明
確
に
し
、

同
時
進
行
で
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば

前
進
し
な
い
。
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問

答

町長政策の現状と今後の対策は

残りの任期を全力で邁進する

川瀬八十治 議員

（
問
）　

リ
ニ
ア
の
発
生
土

運
搬
が
10
月
か
ら
始
ま
っ

た
が
、
安
全
対
策
な
ど
は

し
っ
か
り
と
行
わ
れ
た
の

か
。

（
リ
ニ
ア
対
策
課
長
）　

安

全
対
策
と
し
て
、
主
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
位
置
変

更
や
設
置
、
横
断
歩
道
の

安
全
対
策
、
交
差
点
へ
キ

ン
グ
ポ
ス
ト
の
設
置
な
ど

を
行
っ
た
。

（
意
見
）　

松
川
右
岸
の
鉄

橋
付
近
を
拡
幅
し
て
、
平

石
橋
か
ら
国
道
ま
で
繋
げ

る
整
備
計
画
は
、
時
間
が

か
か
っ
て
も
最
終
的
に
繋

げ
て
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
。

　

護
岸
線
の
左
右
に
は
十

分
な
広
い
場
所
が
あ
る
、

発
生
土
を
利
用
し
て
土
地

の
確
保
を
行
い
、
工
場
誘

致
を
し
た
ら
ど
う
か
。

（
問
）　

元
気
セ
ン
タ
ー

︵
仮
称
︶建
設
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）　

建
設

予
定
地
の
地
質
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
本
年
度
中

に
は
基
本
設
計
を
計
画
し

て
い
て
、
解
体
費
用
に
つ

い
て
も
年
度
末
に
算
定
が

さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。

（
問
）　

町
長
の
任
期
中
に

完
成
は
無
理
で
あ
る
と
判

断
を
し
て
も
良
い
か
。

（
町
長
）　

改
修
計
画
か
ら

改
築
計
画
に
変
更
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
順
調
に
進

め
て
も
令
和
5
年
度
以
降

の
工
事
着
工
と
な
る
。

　町長として就任以来２年半以上が経過した。政策についての進捗状況
を聞くと同時に、残りの１年少々をどのように考えているのか。
　今、町は色々な課題を抱えている。　①リニア工事発生土の運搬開始
について　②大幅に遅れている元気センター（仮称）の建設について
③「旧青年の家」あと利用改修工事について　④コロナワクチン接種に
ついて主に質問をした。

（
問
）　

旧
青
年
の
家
あ
と

利
用
に
つ
い
て
の
工
事
内

容
の
説
明
と
、
県
と
行
わ

れ
た
協
議
内
容
を
聞
き
た

い
。

（
産
業
観
光
課
長
）　

県
と

予
算
要
望
に
関
す
る
事
前

協
議
を
行
い
、
補
助
金
の

協
議
を
行
っ
た
。
補
助
金

は
上
限
額
か
ら
交
付
済
み

額
を
差
し
引
い
た
残
額
、

１
億
３
，８
７
８
万
円
と

な
る
。

（
問
）　

長
寿
命
化
工
事

の
概
要
予
算
が
１
億
６
，

２
５
１
万
円
と
、
県
補
助

金
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。

工
事
の
事
業
の
内
容
を
精

査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）　

実
際

の
工
事
の
内
容
な
ど
は
設

計
業
務
を
発
注
し
た
後
に
、

決
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

経
費
を
抑
え
て
適
正
な
工

事
規
模
と
な
る
よ
う
に
検

討
す
る
。

（
問
）　

₃
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
年
齢
別
も
含

め
て
詳
し
い
説
明
を
。

（
保
健
福
祉
課
長
）　

3
回

目
に
つ
い
て
は
、
8
カ
月

を
経
過
し
た
後
か
ら
の
接

種
と
な
る
。
5
歳
か
ら
11

歳
の
接
種
に
つ
い
て
は
、

12
歳
以
上
用
の
ワ
ク
チ
ン

と
違
い
濃
度
や
接
種
の
量

が
異
な
る
専
用
の
ワ
ク
チ

ン
で
あ
る
。

（
問
）　

令
和
4
年
度
の
予

算
編
成
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
予
算
方
針
に
つ
い
て

町
長
の
思
い
は
。

（
町
長
）　

人
が
育
つ
町
の

た
め
に
、
人
の
繋
が
り
を

再
構
築
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
よ
う
な
予
算
編
成
に

し
て
い
く
。

期待される広くて安全な道路
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問

答

国土強靭化に対する町の対応は

災害に対する備えは重要と考える

坂本勇治 議員

（
問
）　

松
川
町
国
土
強
靱

化
地
域
計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
計
画
の
趣

旨
や
目
的
、
位
置
づ
け
な

ど
を
含
め
説
明
を
。

（
町
長
）　

松
川
町
国
土
強

靱
化
計
画
は
、
大
規
模
自

然
災
害
に
対
す
る
こ
の
地

域
の
脆
弱
性
を
あ
ら
か
じ

め
認
識
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
克
服
に
向
け
、
行
政

だ
け
で
な
く
、
町
民
、
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て

地
域
の
強
靱
化
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の

生
命
、
財
産
、
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
を
目
的
に
令
和

3
年
の
3
月
に
策
定
し
た
。

（
総
務
課
長
）　

検
討
プ
ロ

セ
ス
は
①
目
標
の
明
確
化
、

②
最
悪
の
事
態
を
七
つ
の

分
野
で
想
定
、
③
脆
弱
性

の
分
析
・
評
価
・
検
討
課

題
、④
リ
ス
ク
へ
の
対
応
・

方
策
の
検
討
、⑤
重
点
化
・

優
先
順
位
付
け
し
て
計
画

し
て
い
る
。

（
問
）　

風
水
害
を
想
定
し

た
、
町
内
の
危
険
個
所
の

把
握
と
対
応
は
何
処
ま
で

で
き
て
い
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）　

風
水
害
の

危
険
箇
所
の
把
握
に
つ
い

て
は
、
県
が
取
り
ま
と
め

た
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に

基
づ
き
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
改
訂
版
を
3
月

に
策
定
し
改
め
て
危
険
箇

所
の
把
握
を
行
っ
た
。
総

務
課
の
危
機
管
理
係
と
建

設
水
道
課
と
連
携
を
し
て

業
務
を
遂
行
し
て
い
る
。

（
問
）　

町
道
や
幹
線
道
路

の
不
通
を
想
定
し
た
対
応

や
、
孤
立
地
区
を
作
ら
な

い
た
め
の
道
路
整
備
を
ど

う
考
え
る
か
。

（
町
長
）　

緊
急
輸
送
道
路

に
指
定
さ
れ
て
い
る
国
道

１
５
３
号
は
、
広
域
的
に

も
重
要
な
基
幹
道
路
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
元
年

度
に
隣
接
す
る
飯
島
・
中

川
・
高
森
と
連
携
を
し
て
、

国
道
１
５
３
号
伊
那
バ

レ
ー
リ
ニ
ア
北
バ
イ
パ
ス

改
良
促
進
期
成
同
盟
会
を

発
足
し
、
リ
ニ
ア
駅
に
ア

ク
セ
ス
す
る
高
規
格
な
道

路
整
備
を
、
周
辺
町
村
と

連
携
し
国
県
へ
要
望
を
し

て
い
る
。

　
︵
主
︶松
川
イ
ン
タ
ー
大

鹿
線
は
東
西
を
結
ぶ
唯
一

の
重
要
な
基
幹
道
路
で
す
。

指
摘
の
通
り
複
数
の
路
線

整
備
が
懸
案
事
項
だ
と
認

識
を
し
て
い
る
。

　

災
害
時
の
代
替
道
路
の

必
要
性
を
考
え
、
東
西
の

基
幹
道
路
の
整
備
は
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）　

他
市
町
村
で
は
リ

ニ
ア
の
発
生
土
利
用
や
開

通
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

着
々
と
進
め
て
い
る
、
松

川
町
は
計
画
す
ら
で
き
て

い
な
い
。
町
の
長
と
し
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、

自
ら
提
案
し
て
頂
き
た
い

が
。

（
町
長
）　

地
域
の
皆
様
と

話
合
い
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
全
力
で
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　国が示す国土強靭化には、防災・減災だけでなく災害が起きた時への
対応も含まれている。町内の計画的な幹線道路整備は、災害時の早期復
旧復興に有効なのはもちろん、商業工業を含め町の発展への期待ができ、
将来の町づくりに繋がる。商工会や議会からの提案に真摯な対応をお願
いしたい。

防災拠点としての活用も考えた
町道284号線の道路整備が望まれる

松川町運動公園
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森谷岩夫 議員

（
問
）　

令
和
２
年
度
の
行

政
評
価
か
ら
、
進
捗
度
を

重
く
見
た
評
価
か
ら
、
政

策
の
効
果
や
成
果
を
中
心

に
評
価
す
る
方
法
に
変
更

に
な
っ
た
と
聞
く
。
そ
れ

に
よ
っ
て
行
政
評
価
が
ど

う
変
わ
っ
た
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　

政
策
実
現
に
向
け
た
評

価
に
は
、
目
的
達
成
度
と

い
う
括
り
を
設
け
４
段
階

で
評
価
し
て
い
る
。
ま
た

次
年
度
施
策
へ
の
展
開
を

重
視
し
て
い
る
。

（
問
）　
「
安
心
・
安
全
な

住
み
よ
い
暮
ら
し
づ
く

り
」
で
災
害
時
を
含
め
た

道
路
行
政
は
、
達
成
し
た

も
の
が
多
く
あ
る
。
町
民

感
情
と
か
い
離
が
あ
る
の

で
は
。
外
部
評
価
委
員
に

区
や
自
治
体
代
表
が
な
い

の
も
不
自
然
で
は
な
い
か
。

今
の
報
告
時
期
で
は
、
次

年
度
対
応
に
反
映
で
き
な

い
が
。

（
町
長
）　

行
政
評
価
委
員

の
な
か
か
ら
も
同
じ
意
見

が
あ
っ
た
。
厳
し
く
評
価

す
る
こ
と
も
必
要
か
と
も

思
う
。
も
う
少
し
早
く
議

会
に
報
告
で
き
る
よ
う
検

討
す
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　

各
種
団
体
か
ら
12
名
お

願
い
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
か
ら
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
次

は
構
成
に
つ
い
て
も
う
少

し
検
討
し
て
み
た
い
。

（
問
）　

児
童
の
通
学
路
点

検
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。
県
の
新
聞
報
道
で
は

危
険
個
所
が
40
、
対
策
必

要
が
36
か
所
と
あ
っ
た
が
。

（
こ
ど
も
課
長
）　

対
策
会

議
を
2
回
ほ
ど
開
き
、
国
、

県
へ
の
要
望
も
含
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理
者
で

予
算
も
含
め
て
検
討
し
て

い
く
段
階
だ
。

（
問
）　

町
道
名
子
原
中
央

線︵
伊
那
食
品
の
前
の
道
︶

は
上
片
桐
の
中
学
生
が
多

く
通
学
路
と
し
て
い
る
。

歩
道
も
な
く
、
子
供
た
ち

の
安
全
が
後
に
さ
れ
て
い

る
と
思
う
。
理
事
者
の
予

算
の
使
い
方
で
ど
う
に
で

も
な
る
と
思
う
が
。

（
教
育
長
）　

通
学
路
の
変

更
、
通
学
専
用
道
の
設
置

な
ど
を
含
め
、
早
め
に
歩

道
が
で
き
る
よ
う
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

（
意
見
）　

道
の
良
し
悪
し

は
誰
に
で
も
わ
か
る
。
要

望
し
て
も
何
も
変
わ
ら
な

け
れ
ば
町
民
は
何
も
言
わ

な
く
な
る
。
そ
し
て
交
通

事
故
に
な
る
。
見
え
る
形

で
改
善
で
き
る
こ
と
が
大

事
だ
。

問

答

行政評価を有効活用しているか

総合計画の目的に近づける

　近年、議会で行政評価をする基礎自治体が出てきている。松川町はま
だできていないが、検討していく必要がある。総合計画の基本目標に向
けて、いくつもの事業が実施されるが、それによって「町民の幸福度が
いかに高まるか」が肝要だ。庁舎内での自己評価だけでは不十分だと考
える。
　２問目の「通学路点検から見えるこれからの取り組みについて」は、
高森町と比べても、あまりに多くの危険個所が指摘されている。事故が
起きてからでは取り返しがつかない。

名子原中央線の歩道設置を早く
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（
問
）　

政
府
は
「
地
球
温

暖
化
対
策
計
画
」
策
定
し
、

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
宣
言
と

２
０
３
０
年
度
46
％
削
減

目
標
を
決
定
し
て
各
部
門

で
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
を
取
り

組
む
こ
と
と
し
た
。
松
川

町
で
の
対
応
を
問
う
。 

（
町
長
）　

気
温
上
昇
と
か

集
中
豪
雨
な
ど
町
内
で
も

増
加
を
し
、
気
温
も
35
度

以
上
の
猛
暑
日
が
二
年
度

は
15
日
が
、
三
年
度
は
長

雨
で
６
日
で
し
た
が
増
加

傾
向
だ
。
現
行
の
総
合
計

画
で
年
度
ご
と
に
達
成
状

況
や
課
題
、
次
年
度
へ
の

施
策
の
展
開
に
つ
い
て
行

政
評
価
を
実
施
し
、
次
期

計
画
の
策
定
に
活
か
す
。

（
問
）　

今
年
二
つ
の
水
力

発
電
が
稼
働
し
、
町
内
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
も
大
小
に

普
及
し
て
い
る
が
、
町
内

の
電
気
需
要
と
、
自
然
・

再
生
発
電
状
況
は
ど
う
か
。

米山義盛 議員

Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ
表
明

自
治
体
に
は
入
っ
て
い
な

い
が
、
現
在
は
令
和
二
年

三
月
に
長
野
県
の
気
候
非

常
事
態
宣
言
に
賛
同
し
て

い
る
。
実
効
的
な
施
策
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
次

期
総
合
計
画
の
策
定
に
合

わ
せ
て
研
究
を
し
て
い
く
。

当
面
は
松
川
町
役
場
で
事

務
お
よ
び
事
業
に
関
し
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
発
出
量

の
削
減
を
目
指
し
、
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
く
。

（
問
）　

自
治
体
職
員
の
長

期
病
休
者
が
令
和
元
年
度

全
国
で
10
万
人
当
た
り
２
，

７
０
８
人
と
最
高
と
の
こ

と
で
あ
る
が
当
町
の
状
況

は
ど
う
か
。

（
総
務
課
長
）
　今
年
度
は

正
規
職
員
、
会
計
年
度
職

員
含
め
２
名
で
、
ま
た
昨

年
度
は
１
名
で
あ
る
。

（
教
育
長
）
　学
校
関
係
で

は
療
養
休
暇
取
得
者
は
、

１
名
で
あ
る
。

（
問
）　

町
の
職
員
の
正
規

職
員
と
非
正
規
職
員
の
数
、

ま
た
、
町
内
居
住
者
の
状

況
な
ど
を
問
う
。

（
総
務
課
長
）　

町
役
場
職

員
の
状
況
は
左
表
で
あ
る
。

若
い
人
程
町
外
か
ら
の
通

勤
者
が
多
い
。

　

安
全
衛
生
委
員
会
を
組

織
し
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
や
メ
ン
タ
ー
制
度
な
ど

に
取
り
組
む
。
正
規
職
員

へ
の
雇
用
の
道
も
あ
る
。

問

答

地球温暖化対応と職員の働き方を問う

CO2 削減と働き易い職場づくりを

　地球温暖化危機に対応するための町内での、自然・再生エネルギーの
産出状況や「カーボンニュートラル宣言」への取り組みを問う。また町
職員の長期病休者や年齢構成などの実情について伺い、働きやすい職場
のための方策を問う。

（
住
民
税
務
課
長
）　

二
年

度
町
内
の
太
陽
光
発
電
の

状
況
は
左
表
の
通
り
だ
。

（
問
）　

今
後
の
地
球
温
暖

化
危
機
に
地
域
か
ら
ど
う

取
り
組
む
か
。

（
町
長
）
　２
０
５
０
年
Ｃ

松川町年齢別職員数

年代　 20 30 40 50 60 70 合計 町内
住居者

正規
職員 50 44 28 20 3 0 145 53.1％

会計年
度職員 9 34 49 58 44 7 201 54.7％

松川町太陽光発電状況（R2年度）
項目 数値

発 電 契 約 件 数 1,055件

発 電 契 約 量 27,000KW

販 売 電 力 量 36,000MWH

町 内 供 給 電 力 量 100,000MWH

町 内 供 給 率 36％
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長野市にある社会福祉法人「花工
房福祉会」の利用者さんの大豆の
種蒔きと収穫です。豆腐や醬油に
加工され販売されます。

米山郁子 議員

（
問
）　

農
業
・
林
業
を
活

用
し
た
障
が
い
者
支
援
に

つ
い
て
町
長
の
お
考
え
は
。

（
町
長
）　

農
林
業
と
福
祉

の
連
携
は
担
い
手
の
確
保

と
い
う
面
か
ら
確
か
に
一

定
の
効
果
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
人
手
を
必
要
と
す

る
農
業
を
手
伝
う
こ
と
は

障
害
の
あ
る
方
が
、
地
域

を
支
え
る
存
在
に
変
わ
り
、

地
域
の
人
た
ち
と
交
流
す

る
機
会
が
増
え
る
と
考
え

て
い
る
。

（
問
）　

農
業
を
活
用
し
た

障
が
い
者
就
労
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
支
援
を
さ
れ

て
い
る
の
か
、
松
川
町
の

状
況
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）　

農
地

所
有
適
格
法
人
を
持
っ
た

株
式
会
社
が
あ
り
、
農
福

の
連
携
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
遊
休
農
地
を

借
り
上
げ
、
リ
ン
ゴ
や
ニ

ン
ニ
ク
の
栽
培
な
ど
で
障

が
い
施
設
利
用
者
の
方
に
、

特
性
に
合
わ
せ
た
作
業
が

で
き
る
よ
う
に
内
容
を
細

分
化
し
、
負
担
の
少
な
く

し
た
働
き
方
を
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　

行
政
か
ら
の
金
銭
面
な

ど
直
接
的
な
支
援
は
な
い
。

間
接
的
な
支
援
と
し
て
農

福
ア
ワ
ー
ド
に
参
加
す
る

際
の
、
推
薦
書
の
作
成
な

ど
事
務
的
な
支
援
や
販
路

拡
大
支
援
を
し
て
い
る
。

（
問
）　

有
機
農
業
に
取
組

ま
れ
て
い
る
が
、
有
機
野

菜
を
提
供
し
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
少
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
障
が
い
者
の
就
労

施
設
と
連
携
し
て
収
穫
率

を
高
め
、
学
校
給
食
へ
の

供
給
率
を
高
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

（
産
業
観
光
課
）　

い
く
つ

か
の
福
祉
施
設
に
問
い
合

せ
を
し
た
が
障
が
い
者
の

就
労
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
支

援
員
不
足
や
販
路
は
で
き

て
い
る
な
ど
で
お
断
り
さ

れ
た
。

（
問
）　

長
野
県
に
は
セ
ル

プ
セ
ン
タ
ー
協
議
会
と
い

う
組
織
が
あ
り
、
地
域
連

携
促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
仲
介
し
、
障
が
い

者
就
労
施
設
と
作
業
内
容

や
賃
金
な
ど
調
整
し
て
く

れ
る
。
農
業
経
営
者
と
障

が
い
者
の
お
互
い
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
に
も
、

障
が
い
者
農
業
就
労
体
験

会
を
開
催
す
る
こ
と
を
提

案
し
た
い
。

（
産
業
観
光
課
長
）　

町
に

は
「
の
う
ふ
く
Ｊ
Ａ
Ｓ
」

の
認
証
を
受
け
た
企
業
が

あ
る
。
取
組
事
例
を
参
考

に
体
験
会
を
す
る
こ
と
も

可
能
と
考
え
る
。

問

答

農福・林福連携事業推進状況は

就労サポート支援員不足が課題

　私たちの食生活を支えている農業・林業従事者の担い手不足が長期課
題となっている。一方では、障がい者の方も人口の７％の方がおり、増
加傾向にある。障がい者の方が職業を通じて生きがいをもち、自立した
生活を送ることができるように求められる。福祉に手厚いまちづくりを
目指して頂きたい。
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加賀田亮 議員

（
問
）　

１
月
に
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
ユ
ー
︵
以
下
Ｃ
Ｙ
︶

へ
町
は
億
単
位
の
補
助
金

を
投
じ
た
。
Ｃ
Ｙ
は
公
益

性
が
高
い
と
の
理
由
を
町

長
は
断
言
。
そ
の
後
Ｃ
Ｙ

で
町
長
が
強
く
希
望
し
た

企
画
「
町
長
の
部
屋
」
を

放
映
。
町
長
が
司
会
役
と

し
て
必
要
以
上
に
長
時
間

露
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は

公
職
選
挙
法
に
抵
触
し
、

現
職
町
長
に
圧
倒
的
に
有

利
な
広
報
選
挙
活
動
と
も

受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
。

Ｃ
Ｙ
の
公
益
性
に
も
矛
盾

し
て
い
る
。
一
般
町
民
や

Ｃ
Ｙ
職
員
を
司
会
役
と
し
、

町
長
は
退
く
べ
き
で
は
。

（
町
長
）　

今
後
も
続
け
る
。

自
分
に
は
発
信
力
が
あ
る
。

公
選
法
に
は
抵
触
し
な
い
。

見
解
の
違
い
だ
。

（
問
）　

Ｃ
Ｙ
は
選
挙
・
政

治
に
関
与
の
恐
れ
が
あ
る

放
送
を
避
け
て
い
る
よ
う

だ
。
立
候
補
予
定
者
た
ち

の
公
開
討
論
会
放
映
な
ど
、

町
政
へ
の
関
心
を
高
め
る

番
組
制
作
に
積
極
的
で
あ

る
べ
き
だ
。
Ｃ
Ｙ
社
長
で

あ
る
町
長
に
は
そ
れ
が
可

能
な
は
ず
だ
が
。

（
町
長
）　

Ｃ
Ｙ
理
事
会
に

諮
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

（
意
見
）　

高
森
町
の
「
町

長
の
部
屋
」
は
行
動
予
定

や
交
際
費
公
表
に
留
め
て

い
る
。
公
選
法
の
遵
法
精

神
が
低
く
独
善
的
な
町
長

の
姿
勢
に
は
今
後
も
十
分

警
戒
し
て
注
視
す
る
。

（
問
）　

４
月
か
ら
町
長
が

清
流
苑
の
経
営
ト
ッ
プ
だ
。

今
期
は
８
千
万
の
赤
字
予

定
と
の
こ
と
。
厳
し
い
環

境
を
打
開
で
き
る
経
営
手

腕
が
町
長
に
あ
る
の
か
。

４
月
以
降
の
具
体
的
な
経

営
戦
略
は
。

（
町
長
）　

こ
の
場
で
示
す

段
階
で
は
な
い
。
当
面
は

人
事
体
制
を
整
え
た
い
。

（
問
）　

肝
心
な
町
の
事
業

も
一
向
に
成
果
が
な
い
。

耳
触
り
が
良
い
だ
け
で
具

体
的
中
身
の
な
い
答
弁
だ
。

町
長
の
任
期
は
残
り
１
年

余
。
具
体
的
行
動
と
成
果

が
遅
す
ぎ
る
の
で
は
。

（
町
長
）　

自
分
は
着
実
に

行
っ
て
い
る
。

（
問
）　

着
実
と
は
何
か
。

（
町
長
）　

町
民
と
協
議
す

る
こ
と
だ
。

（
問
）　

Ｃ
Ｙ
や
清
流
苑
の

経
営
ト
ッ
プ
は
町
長
に
は

無
理
だ
。
現
段
階
で
も
具

体
的
な
戦
略
が
な
い
。
経

営
手
腕
の
高
い
人
材
を
発

掘
し
て
任
せ
る
の
が
現
実

的
で
は
。

（
町
長
）　

人
材
を
雇
い
入

れ
る
お
金
が
な
い
。
理
事

会
や
経
営
会
議
に
問
う
こ

と
に
向
け
て
、
検
討
を
重

ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

（
意
見
）　

決
断
を
避
け
る

残
念
な
答
弁
だ
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
絶
望
的
に

欠
落
し
て
い
る
。
就
任
か

ら
３
年
近
く
経
つ
の
に
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
決
断

が
下
せ
な
い
。
何
も
実
行

で
き
な
い
町
長
に
議
会
は

術
が
な
い
。
今
後
も
町
長

の
決
断
を
避
け
る
町
政
運

営
を
厳
し
く
監
視
す
る
。

問

答

町長に他組織トップの手腕あるか

経営責任者を迎えるお金がない

　チャンネル・ユーと清流苑を題材に、町長の具体的な行動力やリーダー
としての意欲を質した。任期残り１年余となった今も町長の具体的な成
果は皆無に等しい。残念ながら未だに「協議・相談する」といった答弁
に終始。具体的な行動については触れない。町長としての信念やリーダー
シップが全く望めない。その反面、公選法に対する遵法精神が低く独善
的な姿勢。松川丸の船長には不安を通り越して、町の存亡の危機すら感
じる。
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も
と
も
と
私
が
松
川
町
出
身

だ
っ
た
こ
と
、
妻
は
飯
田
市
出
身

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
永
住
す
る

場
所
は
飯
田
下
伊
那
で
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
様
々
な
ご
縁
が
あ
っ

て
、
松
川
町
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建

て
る
こ
と
に
な
り
、
昨
年
の
３
月

か
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
小
さ
な
頃
に
過
ご
し
て

い
て
感
じ
て
い
た
松
川
町
の
良
さ

と
は
別
に
、
大
人
に
な
っ
た
か
ら

　明けましておめでとうございます。
　昨年の漢字は「金」、オリンピック
が開催された年に相応しい字となり
ました。今年は、７年に一度の「御
柱祭」の年、2022 年が町民の皆様
にとっていっそう良い年になりますよ
うに、祈念申し上げます。
　議会だより編集委員会では、毎
号力を合わせて編集を行っています。
感想など、お寄せ頂ければ幸いです。
　今年もよろしくお願い致します。

（松井悦子）
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松
川
町
に
暮
ら
し
て
み
て

（
名
子
中
部
）
下
沢

　孝
司

こ
そ
感
じ
る
、
こ
の
町
の
良
さ
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
特
に
感
じ
て
い
る
の
は
、
人
の

温
か
さ
と
自
然
の
豊
か
さ
で
す
。

　

移
住
と
同
時
に
組
合
に
加
入
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
所
に

住
む
、
同
じ
組
の
皆
様
は
、
移
住

し
て
き
た
私
た
ち
を
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
畑
の
作
り

方
や
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
と
優
し
く

教
え
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
我
が
家
の
子
ど
も
達

と
同
じ
く
ら
い
の
お
子
さ

ん
が
た
く
さ
ん
い
て
、
子

ど
も
も
仲
良
く
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
松
川

町
に
来
て
か
ら
、
子
ど
も

達
も
趣
味
が
増
え
、
笑
顔

も
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
さ
ら
に
、
お
い
し
い

野
菜
や
果
物
も
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
つ

か
自
分
の
家
庭
菜
園
で
も

お
い
し
い
野
菜
を
！
と

日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

移
住
し
て
か
ら
、
自
然
の
豊
か

さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
周
囲
に
広
が
る
果
樹

園
、
遠
く
に
そ
び
え
立
つ
山
々
…
。

春
夏
秋
冬
、
季
節
の
移
ろ
い
を
感

じ
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
我
が
子

が
大
き
く
な
っ
た
と
き
に
、「
松

川
町
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
。」
と

思
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
た
く
さ
ん
の
ご
縁

を
大
切
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

松川中学校女子ソフトテニス部

タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング牧
師の演説の一節。職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運動に
大きな影響を与え、未来を切り開いた。

　女子ソフトテニス部です。現在部員は５名
と少ないですが、目標に向かって、１人１人
が与えられた役割や、成長するために必要な
ことを自ら考え日々活動しています。来年度
の中体連夏季大会に向けて、感謝の気持ちを
忘れることなく、残された時間の中で努力を
積み重ねていきます。

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち


